
農
協
の
役
員
室
。
今
日
も
油
売
り

4

4

4

と

放
送
局
と
マ
ム
シ
が
来
て
い
る
。
い

ず
れ
も
家
の
中
で
は
「
余
さ
れ
人
」
で

あ
る
。

マ
ム
シ
「
誰
だ
。
こ
の
部
屋
の
入
口
に
、

コ
ロ
ナ
、
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
貼は

っ
て

い
る
の
は
」

油
売
り
「
な
ぜ
、
フ
グ
レ
デ
言
っ
て
い

る
ん
だ
。
オ
メ
エ
、
コ
ロ
ナ
だ
が
」

放
送
局
「
コ
ロ
ナ
で
は
な
い
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ヤ
の
軍
隊
が
お
し
か
け

て
行
っ
て
、
大
変
な
騒そ
う

動ど
う

に
な
っ
て
い

る
な

ー
」

油
売
り
「（
マ
ム
シ
に
向
か
っ
て
）
プ
ー

チ
ン
の
目
つ
き

4

4

4

、
オ
メ
ェ
に
似
て
い

る
よ
」

放
送
局
「
あ
の
人
は
若
い
と
き
、
刑
事

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。

だ
か
ら
今
も
、
あ
あ
い
う
目
つ
き
だ
べ
。

ロ
シ
ヤ
の
軍
隊
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
会

に
ま
で
大
砲
を
撃
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

バ
ジ
が
当
た
る
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
リ
ク

ツ
を
つ
け
て
い
る
が

│
」

マ
ム
シ
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
な
ど
へ
逃
げ
て
行
っ

て
い
る
な

ー
」

油
売
り
「
昔
か
ら
ド
イ
ツ
は
ロ
シ
ヤ
を

嫌
っ
て
い
る
国
だ
か
ら

│
」

放
送
局
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
攻
撃
さ
れ
て

い
る
た
め
に
石
油
が
高
く
な
っ
て
…
」

マ
ム
シ
「
山
の
木
を
伐
っ
て
ス
ミ
ヤ
ギ

（
木
炭
）
で
も
や
る
か

│
」

油
売
り
「
オ
メ
ェ
、
ス
ミ
、
焼
け
る
か
。

カ
マ
、
作
れ
る
か
」

マ
ム
シ
「
ジ
サ
マ
か
ら
聞
く
ネ
」
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q
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q
q
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q
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q
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q
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q
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q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元 

県
農
協
学
園
長

秋
田 

義
信
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